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Ⅰ 研究の概要 

１．今年度研究主題について 

 

 

 

 

 本年度の研究主題を「主体的に学び，進んで表現する児童の育成～ICT機器を活用した対話的な学

びの創造～」とした。これは，学習指導要領に示された授業改善の視点である「主体的・対話的で深い学

びの創造」を目指し，その具体的なイメージを校内で共有することを目的とした研究の２年次にあたるも

のである。昨年度は，研究主題を「言葉を生活化させ，主体的に学ぶ児童の育成」として，主体的な学び

の創造に焦点を当てて，研究を行った。そこで，今年度はさらに主体的に考えたことを「進んで表現する」

児童の育成を目指した。しかし，本年度は新型コロナウィルスの影響により，対話的な学びに制限がかか

った。そして，そのような状況を踏まえ，1人 1台の学習者用 PC と高速ネットワーク環境などを整備する

「GIGAスクール構想」の取組が加速している。これらを踏まえ，副題を，ICT機器の活用を活用した対

話的な学びの創造とした。 

２．研究内容と研究体制 

  研究内容 

ア 外国語活動・外国語科・国語科・算数科における主体的な学びの充実のための授業改善 

   ・児童が考えたくなるような生活に関連した教材の開発 

      ・児童が自分自身の学習を見通し，振り返る場の充実 

      ・目指す児童の姿や付けたい力を明確化にした指導と評価の一体化 

  イ 外国語活動・外国語科・国語科・算数科における対話的な学びの充実のための授業改善 

    ・児童一人一人が考えをもつための支援と「自力解決」の時間の保証 

      ・各教科等の学習における，児童同士の学びをつなげる指導の工夫 

  ウ 外国語活動・外国語科における，有効教具・評価方法の開発，研修資料の蓄積 

研究体制 

研究教科 
外国語活動 
外国語科 

 
国語科 算数科 

対象学年 ４〜６学年 １〜３学年 １〜６学年 

研究部会 外国語・国語部会 算数部会 

本校が平成２６年度から研究している外国語活動・外国語科に加え，各教科の要である言葉を中心的

に扱う「国語科」と理数的な表現の研究として「算数科」を研究教科とした。また，外国語活動・外国語科

を１つの部会とすることで，２つの研究部会を組織した。本校の職員規模の中で人数を確保し，研究を対

話によって深めるためである。 

 

研究主題 

主体的に学び，進んで表現する児童の育成 

～ICT 機器を活用した対話的な学びの創造～ 
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３．課題の設定 

 本研究において，６月に行なったアンケートをもとに各教科等における課題および研究仮説を次のよう

に設定した。 

（１）外国語活動・外国語科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 課題の設定 

 ・研究の継続によって，肯定的な回答が多く，一定の成果がある。 

・一方で，苦手意識の強い児童もおり，「聞いても分からない」「覚えられない」といった記

述が多くある。 

・苦手意識の強い児童も「使えるようになりたい」という願いは，もっている。 

・聞くことに比べ，自分の考えや気持ちを話すことや，よりよくやり取りをしようとする児童

の割合が低い。 

 

１．目的意識をもたせ，「覚える」という感覚ではなく，「伝える」という感覚

にさせる。 

２．苦手意識のある児童を置いていかない，スモールステップを用意する。 

３．ICT機器を活用して実際に表現する場を作り，言葉の有用感がもてるように

する。 

239, 55%133, 30%

50, 12%

15, 3%

外国語の学習では，相手が伝えたい

ことを分かろうとして聞いている。

329, 75%

64, 15%

23, 5%

22, 5%

英語を使えるようになりたい。

228, 52%

139, 32%

49, 11%

22, 5%

外国語の学習は好きだ。

191, 43%

154, 35%

60, 14%

34, 8%

外国語の学習では，自分のことや

自分の気持ちを英語で話している。

137, 
33%

182, 
45%

66, 16%

24, 6%

外国語の学習では，相手の好みや状況に応

じて話をしたり，質問をしたりするなど，

よりよくやり取りをしようとしている。

243, 56%110, 25%

53, 
12%

32, 7%

外国の人と友達になったり，外国のこと(物・人・

文化など)についてもっと知ったりしてみたい。

【図１】６月に実施した外国語活動・外国語科に関わるアンケート結果 
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（２）国語科 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題の設定 

 ・「国語科が好きだ」という質問の肯定的な回答の割合が低い。 

・「役に立つ」と考えている児童の割合は高い。 

・文章の量によって意欲が下がる児童が多い。 

・自分の考えを進んで表現していると感じている児童の割合が少ない。 

 

１．単元で付けたい力を明確にし，達成感のある授業作りをする。 

２．必要に応じて話型を用意するなどして，支援を行う。 

３．ICT 機器を活用して自分の考えをもたせたり，ゴールイメージを共有したり

することで表現力を高める。 

 

 

136, 
31%

177, 
40%

94, 22%

31, 7%

国語の授業で自分の考えを話したり

書いたりするとき工夫している。

151, 
34%

162, 
37%

95, 22%

30, 7%

国語の授業では，自ら進んで自分の

考えを話したり書いたりしている。

276, 
63%

115, 
26%

32, 7%
15, 4%

国語の授業で学習したことは，

将来，役に立つと思う。

133, 
30%

140, 
32%

101, 
23%

64, 15%

国語の勉強は好きだ。

180, 
41%

175, 
40%

63, 14%

21, 5%

国語の授業で学習したことを，普段の

生活の中で，活用しようとしている。

【図２】６月に実施した国語科に関わるアンケート結果 
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（３）算数科 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題の設定 

 ・およそ 25%の児童が，「算数を好きだ」という質問に否定的な回答をしている。また，同

様の割合で，解き方や考え方をノートに工夫して書いたり，他の解き方や考え方が無

いか考えたりすることに否定的な回答をしている。 

・知識や技能の面で個人差が大きく，低学年の段階から二極化している。 

・自分の考えをもてないために，練り合いやペアトークなど，交流する活動に参加できない

児童がいる。 

 

１．ノート指導を通して，考えの整理の仕方や説明の仕方を指導する。 

２．ICT 機器を活用して，視覚的な支援を充実させ，自分の考えがもてるように

する。 

３．ICT 機器を活用して，互いの考え方や表現の仕方を交流させ，よりよいもの

に導く。 

 

205, 47%

151, 34%

61, 14%

21, 5%

算数の授業で学習したことを，普段の

生活の中で，活用しようとしている。

157, 36%

178, 41%

76, 17%

26, 6%

算数の授業では，問題の解き方や考え方が分

かるように工夫してノートに書いている。

154, 35%

172, 39%

78, 18%

33, 8%

算数の授業で問題を解くとき，他の

解き方や考え方がないか考えている。

210, 48%

126, 29%

63, 14%

38, 9%

算数の勉強は好きだ。

216, 49%

147, 34%

53, 
12%

22, 5%

今までの学習を生かして，

問題の解き方を考えている。

【図３】６月に実施した算数科に関わるアンケート結果 
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４．研究仮説と検証方法 

（１）研究仮説 

各教科等の「書く」「話す」「説明する」活動において，収束的または拡散的な思考が必要な

教材を開発し，児童が自己の学習を見通したり振り返ったりしながら学びを積み重ね，相互に

伝え合うような学習指導の工夫をしていく。その際，効果的に ICT機器を活用すれば，児童一

人一人が主体的に考え，進んで表現することができ，各教科等の資質・能力を身に付けること

ができるだろう。 

（２）検証方法 

検証の視点 方法 検証の指標 

ア ねらいとする資質・

能力を育成することが

できたか。 

児童意識調査 

各教科等においてねらいとする資質・能力に

係る質問項目に対する肯定的な回答の割合

90％以上 

単元末テスト・ノート等
成果物 

抽出単元パフォーマン
ステスト 

研究授業実施単元において，児童に付けた

い資質・能力に係る観点の正答率 80％以

上の児童 90％以上 

イ 児童の主体的な学び

を創造することができ

たか。 

児童意識調査 
「主体性」係る質問項目に対する肯定的な

回答の平均３以上 教師意識調査 

ウ 児童の対話的な学び

を創造することができ

たか。 

児童意識調査 
「主体性」係る質問項目に対する肯定的な

回答の平均３以上 教師意識調査 

（３）検証計画 

ア 各種調査実施による現状分析（６月・１２月） 

○児童意識調査の実施，現状把握及び目標値修正 

○教職員意識調査の実施，現状把握及び目標値修正 

イ 授業研究による継続分析（６月～１２月） 

    ○協議及び講師の指導に基づく授業改善情報収集，資料整理及び修正，学習環境の整備 

  ○パフォーマンス会議に基づくパフォーマンステストの開発・実施（学期末・学年末） 

  ○対話的な学びの創造のための学習環境の整備 
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ウ 各種理論研修，指導力向上演習等実施による分析（６月～１２月） 

  ○教職員研修満足度調査に基づく研修改善情報収集，資料整理及び研修内容修正 

  ○講師の指導に基づく研修改善情報収集，資料整理及び研修内容修正 

エ 研究成果物作成（年度末総括）（１月～３月） 

  ○各部会集積データに基づく分析結果の交流及び公表 

  ○総括分析結果に基づく課題の整理及び次年度計画の作成 

５．研修計画 

（１）年間計画 

 

    

                ６月 ・児童，教職員意識調査の実施，分析 

 

 
               ６月  ・児童，教職員意識調査に基づく目標・仮説の設定 

・研究推進計画,年間研修計画決定・共有 
・研究推進委員及び研究組織編成 
・授業研究方法の決定 
 

 
              ６ 〜 １ ２ 月 ・講師招聘による研究授業及び協議実施 

・授業研修参加者による評価・授業者へのフィードバック 
・日常的授業改善 
・講師招聘による ICT機器活用に関する研修会の実施 
・研究部会による継続的取組及び研究結果整理・分析   
   

 
                12月 ・児童，教職員意識調査の実施，分析結果に基づく評価 

・研究部会自己評価 
・総括評価及び評価結果に基づく研究紀要作成，公表 
 

 
        1～3月 ・児童，教職員意識調査に基づく次年度研究計画案の立案 

          ・研究推進委員会を中心とした校内研修計画の作成 
 

 

 

 

 

 

研究推進に係る計画の立案，決定，周知 
 

年間研修計画に基づく研修実施 

各種評価結果に基づく研修計画等の総括 

評価計画に基づく次年度計画立案 

実態調査に基づく課題の把握 
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５．研究構想図 

 
 
                 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域・家庭から信頼され，全児童が安心して過ごせる学校づくり 
やりがいや自己の成長を感じられる研修や職場環境づくり 

全児童が笑顔で過ごせる学級づくり 
やりがいや自己の成長が感じられる学級づくり 

ICT 機器を活用した教材づくり・指導の工夫 

. 

「夢と志」をもち，グローバル社会を挑戦し続ける児童の育成 
～かしこく やさしく たくましく～ 

主体的に学び，進んで表現する児童の育成 
～ICT機器を活用した対話的な学びの創造～ 

主体的に学び，違いを認め合いながら進んで表現する児童 

研究２部会 

外国語・国語 算数 

広島版「学びの変革」アクション・プラン 第５次 学校教育レベルアッププラン 

主体的・対話的で 
深い学びの充実 

【主体的な学び】 

【対話的な学び】 

【深い学び】 

・課題を自分事と捉え，学習
を見通したり，振り返ったり
する。 

・学習の仕方を工夫し，粘り
強く取り組む。 

・自分なりに精いっぱい取
り組んだ成果をもち寄り，
わかりやすく伝え合う。 

・知識・技能を関連付け
て構造化したり，身体化
したりして高度化する。 

外国語活動・外国語科 
 

国語科の授業研究 
 

算数科の授業研究 
 

(用語) 

GIGA スクール構想の実現 

 

日常化・恒常化 

出合い 

経験 

習得 

活用 

課題解決体験 

各教科等における      
資質・能力の育成の類型と段階 

・丁寧な語彙・表現の指導 
・個別的，視覚的な支援 
・自力解決の場の工夫と充実 
 

【対話】 

・児童の考えや思いをつなげ
る指導 

【意欲】 

・知的好奇心を高める教材 
・違いを認め合える人間関係 

・違いの見える化 
・対話の仕方の指導  など 
 

「書く」「話す」「説明する」
活動における対話的な学びの 
充実のための手立て 

【表現力】 

教育目標 

研究主題 

各教科で習得した知識やスキルを 
活用し，異なる価値観を持つ人々
と協働して，答えのない問題から 
最善解を創造する児童 

自らの学びを見通した
り，振り返ったりして
主体的に学ぶ児童 

言葉を使って課題を解
決したり，目的を達成
したりする児童 

目指す子ども像 
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６．ICT機器の活用方針 

 本校における，ICT機器の活用については，文部科学省作成の「教育の情報化に関する手

引」を参考にした。まず，指導者が ICT機器を活用する段階として，次の３つの段階を経ると仮

定し研究を進めた。 

１．とにかく使ってみる段階 

２．どのような場面で，どのように活用すれば効果的か考えて使う段階 

３．どのような児童に，どのように活用すれば効果的か考えて使う段階  

 

さらに，２以降の段階においては，手引の「図４−１ 学校における ICTを活用した学習場

面」と，１単位時間の学習の中の「導入」「展開」「まとめ」という３つの段階とを組み合わ

せ，図 4のように整理し，目的を明確にして活用するようにした。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習場面 

学
習
形
態 

 導入 展開 まとめ 
その他 

（家庭学習など） 

個別     

協働     

一斉     

「教育の情報化に関する手引 (追補版)」（文部科学省，令和 2年 6月）  

【図４】学習場面と学習形態の分類 


